
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（2学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

156

〇 〇 〇 32

工業  科目 機械実習
工業 機械実習 4

内容を理解して，実験・実習が行えているか．工具，工作機械や測定機械を適切に使用できているか．

（１組：　　）

工業
実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ものづくりを通じ，地
域や社会の健全で持続的な発展を担う職業人に必要な資質・能力の育成を目指す．

【 知　識　及　び　技　能 】
機械実習に関する基礎的・基本的な知識を身につけ、工具や機器の取り扱いができる。レポートの内容も的確
によくまとめることが出来ている。上級学年への学習につなげられるようにする。

学習活動に積極的に参加をしているか．安全作業に適した服装をしているか．お互いに協力しながら作業を
行っているか．

機械実習
機械の各分野に関する基礎的な技術・技能を、実際の作業を通して総合的に習得させ、ものづくり
対する能力と態度を育てる。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

機械実習に関する基礎的・基本的な知識を身に
つけ、工具や機器の取り扱いができる。レポー
トの内容も的確によくまとめることが出来てい
る。上級学年への学習につなげられるようにす
る。

内容を理解して，実験・実習が行えているか．
工具，工作機械や測定機械を適切に使用できて
いるか．

学習活動に積極的に参加をしているか．安全作業
に適した服装をしているか．お互いに協力しなが
ら作業を行っているか．

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

〇 60〇 〇
１
学
期

 機械工場内の安全について
①昨年度の実習を振り返り、今年度
の目標を考えることができる．

①安全に配慮して作業することがで
きる

②決められた寸法に加工することが
できる(機械操作の習得、測定技術
の向上)．

③適切な寸法で、安全な加工ができ
る．

④仕上げの方法を理解できる．

安全作業について
昨年度の工業技術基礎を考察する

凹凸の製作
サイコロの製作
①フライス作業基本操作

②6面体加工の基本

③サイコロの目の加工

④仕上げ

【知識・技能】

　報告書、作品

【思考・判断・表現】

　報告書

【主体的に学習に取り組む態度】

　授業態度

３
学
期

２
学
期

 

①安全に配慮して作業することがで
きる

②決められた寸法に加工することが
できる(機械操作の習得、測定技術
の向上)．

③各溶接方法で，確実に接合するこ
とができる．

④塗装の方法や均一に塗る方法を理
解できる．

えんぴつ立ての制作
①ガス・アーク・半自動溶接の基本
操作

②材料取り

③部品の溶接・組立

④塗装

【知識・技能】

　報告書、作品

【思考・判断・表現】

　報告書

【主体的に学習に取り組む態度】

　授業態度

①安全に配慮して作業することがで
きる

②決められた寸法に加工することが
できる(機械操作の習得、測定技術
の向上)

③適切な寸法で，正確な位置に目を
入れることができる．

④仕上げの方法を理解できる．

【知識・技能】

　報告書、作品

【思考・判断・表現】

　報告書

【主体的に学習に取り組む態度】

　授業態度

暖付き丸棒と１輪差し制作
①旋盤作業基本操作

②各部品の加工

③寸法の確認

④仕上げ
64〇 〇 〇

 



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組

教科担当者： （１組：　　　　）

使用教科書： （ 実教　機械製図 ） ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

78

工業  科目 機械製図
工業 機械製図 2

工業 工業の見方・考え方を働かせ、職業人として必要な資質・能力を育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】工業の各分野について、関連する技術を身に付ける。

課題を発見し、解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

機械製図
機械製図の基本を学び，機械・器具の設計製図に至るまで段階を追って学習する。機械製図に関する基礎
知識を，総合的にまとめる能力を身につける。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

各種機械や部品の製作に使用される図面などの作成に
関する基礎的・基本的な知識と技術を習得するととも
に、各種機械や部品の製作に使用される図面等の役割
や作図法、図面などを正しく読み、作成できる力を身
につけている。

各種機械や部品の製作に使用される図面な
どの作成における諸問題を的確に把握（分
析）し、考察を深めるとともに、機械製図
に関する知識と技術を活用しながら表現す
る力を身につけている。

各種機械や部品の製作に使用される図面などを作成すること
に興味・関心をもち、機械製図の意義や役割の理解および諸
問題の解決を目指して、主体的に学習に取り組もうとしてい
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

〇

思 態
配当
時数

〇 8

１
学
期

・指導項目
　図面の役目と種類
　製図の規格
・教材（教科書、問題集）
・ICT活用　等

【知識・技能】
図面の役割やJIS規格の必要性を理解している。
【思考・判断・表現】
誤りのない図面をかくことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
機械製図のJIS規格に興味･関心をもち、誤りのない図面を
かくことに意欲的に取り組んでいる。

・指導項目
　投影法
　投影図のえがき方
・教材（教科書、問題集）
・ICT活用　等

【知識・技能】
製図の基本である投影法について理解している実践的な知
識を身につけている。
【思考・判断・表現】
創意工夫（思考・判断）し，正確な投影図をえがくことが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
図面をかくことに取り組んでいる。

〇 〇

・指導項目
　文字、線
　基礎的な作図、円弧、
　平面曲線
・教材（教科書、問題集）
・ICT活用　等

【知識・技能】
基礎的な文字・図形のかき方について理解している。
【思考・判断・表現】
創意工夫（思考・判断）し，正確な図形をかくこと(表
現）ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
図面をかくことに取り組んでいる。

〇

機械製図と規格
【知識及び技能】
図面の役割やJIS規格の必要性を理解
【思考力、判断力、表現力等】
誤りのない図面をかく
【学びに向かう力、人間性等】
図面をかくことに意欲的に取り組む

図面に用いる文字と線、基礎的な図形
のかき方
【知識及び技能】
基礎的な文字・図形のかき方について
理解
【思考力、判断力、表現力等】
創意工夫し，正確な図形をかく
【学びに向かう力、人間性等】
図面をかくことに意欲的に取り組む

・指導項目
　製図用具
　製図用具の使い方
・教材（教科書、問題集）
・ICT活用　等

製図用具とその使い方
【知識及び技能】
製図用具の種類や基本的な使い方を理
解
【思考力、判断力、表現力等】
創意工夫し、用具の特質を生かした正
しい使い方をする
【学びに向かう力、人間性等】
図面をかくことに意欲的に取り組む

8

・指導項目
　等角図のえがき方
　キャビネット図
　カバリエ図
　テクニカルイラストレー
ション
・教材（教科書、問題集）
・ICT活用　等

【知識・技能】
製図の基本である立体図法について理解している実践的な
知識を身につけている。
【思考・判断・表現】
創意工夫（思考・判断）し，正確な投影図をえがくことが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
図面をかくことに取り組んでいる。

〇 〇 〇 18

〇 8

〇

投影図のえがき方
【知識及び技能】
製図の基本である投影法について理解
【思考力、判断力、表現力等】
創意工夫し，正確な投影図をえがく
【学びに向かう力、人間性等】
図面をかくことに意欲的に取り組む

8

【知識・技能】
製図用具の種類や基本的な使い方を理解している。
【思考・判断・表現】
創意工夫（思考・判断）し、用具の特質を生かした正しい
使い方ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
図面をかくことに取り組んでいる。

〇

３
学
期

・指導項目
　製作図
　尺度
　図面の様式
　製作図のかき方と検図
・教材（教科書、問題集）
・ICT活用　等

【知識・技能】
製図の基本である製作図について理解している実践的な知
識を身につけている。
【思考・判断・表現】
創意工夫（思考・判断）し，正確な投影図をえがくことが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
図面をかくことに取り組んでいる。

２
学
期

展開図
【知識及び技能】
製図の基本である展開図について理解
【思考力、判断力、表現力等】
創意工夫し，正確な投影図をえがく
【学びに向かう力、人間性等】
図面をかくことに意欲的に取り組む

製作図
【知識及び技能】
製図の基本である製作図について理解
【思考力、判断力、表現力等】
創意工夫し，正確な投影図をえがく
【学びに向かう力、人間性等】
図面をかくことに意欲的に取り組む

立体的な図示法
【知識及び技能】
製図の基本である立体図法について理
解
【思考力、判断力、表現力等】
創意工夫し、正確な投影図をえがく
【学びに向かう力、人間性等】
図面をかくことに意欲的に取り組む

10

・指導項目
　立体の展開図
　相貫体とその展開図
・教材（教科書、問題集）
・ICT活用　等

【知識・技能】
製図の基本である展開図について理解している実践的な知
識を身につけている。
【思考・判断・表現】
創意工夫（思考・判断）し，正確な投影図をえがくことが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
図面をかくことに取り組んでいる。

〇 18

〇 〇 〇

〇 〇



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： （ 実教　機械製図 ） ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（１組：岡村 弘基）

第4章　機械要素の製図
1 ねじ
ねじの基本原理や種類等を理解し，ね
じ部の図示法やボルト・ナットの略画
法について学習する。
各種の関連j規格について，その内容を
理解し，実際に活用できるようにす
る。

10

歯車の基礎
歯車製図
平歯車
はすば歯車とやまば歯車
かさ歯車
ウオームギヤ

【知識・技能】・2軸間の動力を伝える歯車について理解し
ている。実践的な知識や技能を身につけている。
【思考・判断・表現】・2軸間の動力を伝える歯車について
適切に思考・判断し，関連知識と技能を習得し活用してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】・2軸間に動力を伝える歯
車等に興味・関心をもち，関連知識と技能の習得に意欲的に
取り組んでいる。

〇 16

〇 〇 〇

〇 〇

5 プーリ・スプロケット
Vプーリやスプロケットを用いた各種伝
動装置の原理や図示法について学習す
る。
6 ばね：ばねの種類や用途，ばねの図
示法および要目表の記入法など，ばね
製図の基本的な事項について学習す
る。
７ 溶接継手
溶接継手の種類や溶接部の記号表示に
ついて，実例（実形）を踏まえながら
理解する。

２ 軸と軸継手
各種軸継手の製図を通して，キー溝の
表し方や寸法公差記号の利用について
学習する。
3 軸受
滑り軸受，転がり軸受，密封装置の製
図について学習する。

10

〇

３
学
期

Vベルト伝動
歯付ベルト伝動
チェーン伝動
ばね
ばね製図
溶接継手の種類
溶接部の記号表示

【知識・技能】・プーリやスプロケットを使った巻掛け伝動装置に
ついて理解している。・ばねの種類やばね製図等について理解して
いる。・溶接継手の種類や溶接部の記号表示等について理解してい
る。
【思考・判断・表現】・プーリやスプロケットを使った巻掛け伝動
装置について適切に思考・判断し，関連知識と技能を習得し活用し
ている。・ばねの種類やばね製図等に適切に思考・判断し，関連知
識と技能を習得し活用している。・溶接継手の種類や溶接部の記号
表示等に適切に思考・判断し，関連知識と技能を習得し活用してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・プーリやスプロケットを使った巻掛け伝動装置に興味・関心をも
ち，関連知識と技能の習得に意欲的に取り組んでいる。・ばねの種
類やばね製図に興味・関心をもち，関連知識と技能の習得に意欲的
に取り組んでいる。・溶接継手の種類や溶接部の記号表示等に興
味・関心をもち，関連知識と技能の習得に意欲的に取り組んでい
る。

２
学
期

４ 歯車：車の種類や各部の名称，その
他一般的な事項について理解したうえ
で，歯車の図示法や要目表の記入など
歯車製図に関する基本的な事項につい
て，実技(演習課題等）を通して学習す
る。はすば歯車ややまば歯車，かさ歯
車，ウオームギヤなどの特殊な歯車に
ついて学習する。

軸およびキー・ピン
フランジ形軸継手
自在軸継手
クラッチ
滑り軸受
転がり軸受
密封装置

【知識・技能】
・軸と軸をつなぐ軸継手等について理解している。
・軸を支える軸受等について理解している。
【思考・判断・表現】
・軸と軸をつなぐ軸継手等について適切に思考・判断し，
関連知識と技能を習得し活用している。
・軸を支える軸受について適切に思考・判断し，関連知識
と技能を習得し活用している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・軸と軸をつなぐ軸継手、軸を支える軸受等について理解
している。興味・関心をもち，関連知識と技能の習得に意
欲的に取り組んでいる。

〇 〇 16

〇 8

〇

１
学
期

基本的な寸法記入法
いろいろな寸法記入法
寸法記入についての留意事項
寸法公差
はめあい
幾何公差
普通公差
表面性状

【知識・技能】・基本的な寸法記入、寸法公差の記入法やはめあい
の種類，表面性状の図示方法等について理解している。・実践的な
関連知識や技能を身につけている。
【思考・判断・表現】・寸法公差の記入法やはめあいの種類，表面
性状の図示方法等に適切に思考・判断し，関連知識と技能(表現）
を製図に活用している。
【主体的に学習に取り組む態度】・基本的な寸法公差の記入法やは
めあいの種類，表面性状の図示方法等に興味・関心をもち，関連知
識と技能の習得に意欲的に取り組んでいる。

〇 〇

ねじの基本
ねじ製図
ボルト・ナット・小ねじ・止
めねじ

【知識・技能】・ねじの種類や用途，ねじ製図，ボルト・
ナット・小ねじ・止めねじ等について理解している。
【思考・判断・表現】・ねじの種類や用途，ねじ製図，ボル
ト,ナット,小ねじ,止めねじ等に適切に思考・判断し，関連
知識と技能を習得し活 用している。
【主体的に学習に取り組む態度】・ねじの種類や用途，ねじ
製図，ボルト・ナット・小ねじ・止めねじ等に興味・関心を
もち，関連知識と技能の習得に意欲的に取り組んでいる。

〇 〇

三次元CADの基本機能
三次元CADの利用
CAD製図における注意事項
CAD製図に用いる線
文字および文章

【知識・技能】・三次元ＣＡＤの機能や基本操作，活用等について
理解している。・実践的な技能・表現力を身につけている。
【思考・判断・表現】・三次元ＣＡＤの機能や基本操作，活用等に
適切に思考・判断し，三次元CADによる画像処理の仕方に創意工夫
がみられる。
【主体的に学習に取り組む態度】・三次元ＣＡＤの機能や基本操
作，活用等に興味・関心をもち，三次元CADによる画像処理等に意
欲的に取り組んでいる。

〇 〇

３ 寸法記入：寸法記入に関する基本的事項を理解
し，色々な場合の寸法記入や記入上の留意点等につ
いて，実技(演習課題等）を通して学習する。
４ 公差・表面性状：寸法の許容限界(公差）の必要
性や使用される用語の意味を理解したうえで，寸法
公差の記入法について学習する。
・はめあいの種類や基本公差・等級，寸法公差記号
などの用語の意味を理解し，多く用いられるはめあ
いの穴および軸に対する寸法許容差の求め方につい
て学習する。
・幾何公差・普通公差・表面性状について，その必

３ 三次元CAD：三次元ＣＡＤの基本的
な構成や機能等を理解し，その操作等
について実技(演習課題等）を通して学
習する。
４ CAD機械製図規格：JISB３４０２
「CAD機械製図」の記述内容について理
解を深める。

思 態
配当
時数

第3章 ＣＡＤ製図
１ CADシステム：従来の手がきによる
製図との違いや，CADスシテムがもつ機
能や使用例等について学習する。
２ 二次元CAD：二次元ＣＡＤの基本的
な構成や機能等を理解し，その基本操
作等について学習する。

〇 8

CADシステムの役割
CADシステムの構成
二次元CADの基本構成
二次元CADの利用

【知識・技能】・ＣＡＤの役割やシステム構成，活用例等について
理解している。・実践的な技能・表現力を身につけている。
【思考・判断・表現】・ＣＡＤの役割やシステム構成，活用例等に
適切に思考・判断し，CADを用いた図面の作成に活用している。
・二次元ＣＡＤの機能や基本操作，活用等に適切に思考・判断し，
関連知識や技能・表現（力）をCADを用いた製図に活用している。
【主体的に学習に取り組む態度】・二次元ＣＡＤの機能や基本操
作，活用等に興味・関心をもち，関連知識や技能の習得に意欲的に
取り組んでいる。

〇 〇 〇 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・各種機械や部品の製作に使用される図面などの作成
に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得するとと
もに、各種機械や部品の製作に使用される図面等の役
割や作図法、図面などを正しく読み、作成できる力を
身につけている。

・各種機械や部品の製作に使用される図面
などの作成における諸問題を的確に把握
（分析）し、考察を深めるとともに、機械
製図に関する知識と技術を活用しながら表
現する力を身につけている。

・各種機械や部品の製作に使用される図面などを作成するこ
とに興味・関心をもち、機械製図の意義や役割の理解および
諸問題の解決を目指して、主体的に学習に取り組もうとして
いる。

工業の各分野について、関連する技術を身に付ける。

課題を発見し、解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

機械製図
・機械製図の基本を学び，機械・器具の設計製図に至るまで段階を追って学習する。
・そのうえで，CADによる設計製図の概要を学習する。
・機械製図に関する基礎知識を，総合的にまとめる能力を身につける。

合計

78

工業  科目 機械製図
工業 機械製図 2

工業 工業の見方・考え方を働かせ、職業人として必要な資質・能力を育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度 教科
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

E 材料に加わる荷重
【知識及び技能】
　材料に加わる荷重を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　作用、速度による荷重の作用を
　理解する。、
【学びに向かう力、人間性等】
　材料に加わる荷重の種類を理解
　する。

F 引張・圧縮荷重・せん断荷重
【知識及び技能】
　応力や歪、各荷重を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　応力-歪線図、荷重-変形線図の
　意味を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
　荷重と応力、変形量と歪の違い
　を理解する

定期考査
G はりの曲げ
【知識及び技能】
　はりに生じるせん断力・曲げ
　モーメントなどを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　断面二次モーメントを理解す
　る。
【学びに向かう力、人間性等】
　はりに生じる応力や変形を理解
　する。

H ねじり・座屈
【知識及び技能】
　ねじりを受ける軸のせん断応力
　柱に発生する座屈の原理を理解
　する。
【思考力、判断力、表現力等】
　関係公式を理解し使う力
【学びに向かう力、人間性等】
部材や構造物に生じる応力や変形に
興味を持つ。

定期考査
I ねじ
【知識及び技能】
　ねじの種類と用途を理解する。
　ねじに作用する力を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　ねじ山の特徴と用途を理解す
　る。
【学びに向かう力、人間性等】
　ねじの種類・用途への関心

J 軸・軸接手・軸受け
【知識及び技能】
　軸に作用するねじりや曲げを理
　解する
【思考力、判断力、表現力等】
　軸が受ける荷重を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
　軸の種類と特徴を理解する

A 機械のしくみ、機械設計
【知識及び技能】
　機械の定義を理解し、機械要素
　を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　設計の要点を理解し、学習に生
　かす。
【学びに向かう力、人間性等】
　機械の定義・動き・成り立ち
　を理解する。

C 運動・運動の法則
【知識及び技能】
　運動の法則や運動量に関する基
　礎知識を理解する。。
【思考力、判断力、表現力等】
　運動の具体例をあげ考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
　力によって生ずる運動を理解す
　る。

B 機械に働く力
【知識及び技能】
　作図による力の合成・分解と計
　算によるモーメント・重心を求
　める方法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　運動によってどのような力が作
　用するか理解する

定期考査

D 仕事と動力
【知識及び技能】
　仕事の概念や原理理解する。
　計算方法を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
　仕事や動力の原理を理解する
【学びに向かう力、人間性等】
　機械の仕事や動力を理解する。

定期考査

6

・指導事項
　ねじりがせん断作用であること
　圧縮力の作用による破壊
　座屈防止の形状を考察
　式を使って計算
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用　等

【知識・技能】
　せん断応力・ねじり応力などを計算で求めら
　れる。
　オイラーの式・ランキンの式を理解できる。
【思考・判断・表現】
　公式より、適切なはりや柱について理解でき
　る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　軸や柱に生じる応力や変形を理解できる。

〇 〇 〇 6

・指導事項
　針の種類と荷重
　曲げモーメント
　せん断力図
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用　等

【知識・技能】
　はりに生じるせん断力・曲げモーメント・断
　面二次モーメントを求められる。
【思考・判断・表現】
　はりに生じるせん断力・曲げモーメント・断
　面二次モーメントを理解できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　はりに生じる応力や変形について考察する姿
　勢がある。

〇 8

10

３
学
期

・指導事項
　ねじの基本・種類・用途
　リード・リード角・ピッチ
　ねじに働く力・強さ
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用　等

【知識・技能】
　ねじの基本と種類や用途を理解できる。
【思考・判断・表現】
　ねじ山の特徴と規格を理解できる。
　使用状況を考慮してボルトの大きさを判断で
　きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ねじが受ける荷重に関心を持ち、荷重に耐え
　るボルトについて理解できる。

〇 〇 〇

定期考査 定期考査

２
学
期

・指導事項
　軸受けの分類と種類・用途
　すべり軸受けの用途・材質
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用　等

【知識・技能】
　軸に作用する荷重を理解できる。
　軸受けの用途・材質を理解できる。
【思考・判断・表現】
　荷重等を苦慮して、適切な軸径を求められ
　る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　軸の変形・強度・剛性を理解できる。

〇 〇 〇

〇 〇

定期考査 定期考査

・指導事項
　応力・歪・変形量の意味を理解
　する。
　応力・歪を計算によって求め
　る。
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用　等

【知識・技能】
　応力を適切な単位で表現できる。
【思考・判断・表現】
　応力‐ひずみ線図の各点を理解できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　応力や歪を計算によって求められる。
　縦弾性係数・横弾性係数を理解できる。

〇 〇 〇 10

・指導事項
　荷重に関する用語を理解する。
　作用や速度による荷重の分類を
　理解する。
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用　等

【知識・技能】
　関連する荷重の用語を理解する。
【思考・判断・表現】
　材料に加わる荷重を正しく分類できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
身近な実例をあげ、現象を考察できる。

〇 〇 〇

定期考査 定期考査

・指導事項
　エネルギーの種類
　動力を計算によって求める。
　
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用　等

【知識・技能】
　エネルギーの種類を理解する。
【思考・判断・表現】
　仕事や動力、仕事の原理を考察する。
【主体的に学習に取り組む態度】
　エネルギーと生活のかかわり、仕事の原理を
　理解する。

〇 〇 〇 10

・指導事項
　運動と力の関係を、運動の法則
　を使って求める。
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用　等

【知識・技能】
　運動の種類と法則に関心を持てる。
【思考・判断・表現】
　運動の法則を使って計算して答えを求める
　力。
【主体的に学習に取り組む態度】
　物理との関連を意識し、理解を深める。

〇 〇 〇 8

１
学
期

・指導事項
　機械の仕組み
　様々な機械要素
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用　等

【知識・技能】
　機械の定義や動きを理解している。

【思考・判断・表現】
　設計の要点を理解して、今後の授業へいかせ
　る。

【主体的に学習に取り組む態度】
　機械に関心を持ち、機構や要素に興味を持
　つ。設計の基本を理解している。

〇 〇 〇 6

・指導事項
　力を合成・分解する方法
　力を数学的にとらえる。
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用　等

【知識・技能】
　直線運動や回転速度の計算方法を理解してい
　る。
【思考・判断・表現】
　運動によって起きる現象を考え、判断・表現
　する力を身に付ける。
【主体的に学習に取り組む度】
　力によって起きる運動を探求し理解する。

〇 〇 〇 8

・定期考査

機械設計の各分野について，基礎的な知識と技
術を体系的・系統的に身に付け，社会環境に適
した機械設計の意義や役割を理解している。

機械設計に関する課題を発見し，倫理観を踏ま
えた思考・判断力に基づいて，合理的かつ創造
的に課題について考え，その成果を的確に表現
する力を身に付ける

機械設計に関する諸事象について関心をもち，社
会の改善・向上を目指して，自ら学び，工業の発
展に主体的・協働的な態度および創造的・実践的
な態度を身に付けようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

機械設計に関する諸事象について関心をもち，社会の改善・向上を目指して，自ら学び，工業の発展に主体
的・協働的な態度および創造的・実践的な態度を身に付けようとしている。

機械設計
機械材料や工業の各分野における課題解決能力、工業技術の発展に対応する能力、職業人としての
倫理観を育成する。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

機械設計１、機械設計２

工業 工業の基本と様々な定義や現象を学び、必要な資質・能力を育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】
機械設計の各分野について，基礎的な知識と技術を体系的・系統的に身に付け，社会環境に適した機械設計の
意義や役割を理解している。
機械設計に関する課題を発見し，倫理観を踏まえた思考・判断力に基づいて，合理的かつ創造的に課題につい
て考え，その成果を的確に表現する力を身に付ける

（１　組：　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

 科目
工業 機械設計 2

合計
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年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： （ 実教 機械工作  ） ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

工業

機械一般
・各種材料の特性や各種工作法等の機械工作に関する基礎的な知識や技術について理解し、実際に活
用できる能力と態度を育てる。
・「機械実習」等の科目と関連性を深めながら、関連する技術を身に付ける。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

工業の見方・考え方を働かせ、職業人として必要な資質・能力を育成することを目指す。

【 知　識　及　び　技　能 】 機械工作に関する基礎的な知識と技術を理解する。

機械の仕組みや機械を作る技術を自然法則と関連付けて考察し、科学的、工学的思考力を養う。

機械工作を機械材料、計測、生産管理を含めて総合技術として学び、実際に活用できる能力と態度を身に付ける。

工業  科目 機械一般
工業 機械一般 2

（１組：岡村弘基）

１
学
期

第1章　工業用計測と測定用機器
　基本的な測定用語と工業計測の意義を
理解させ，生産活動の場において測定用
機器を適正に使用する能力を身に付けさ
せる。

１計測の基礎
２測定器
３長さの測定
４三次元形状の測定
５表面性状の測定
６質量と力の測定
７温度の測定

【知識・技能】
・基本的な測定用語と工業計測の意義を理解している。
・精度感度とそれらの関係，および計測器の構成を理解し
て，最適な測定器を選択できる。
・質量と力の大きさの違いについて理解している。
【思考・判断・表現】
・測定値の信頼性－誤差について分類し，それぞれについ
てまとめ，わかりやすく説明することができる。
・三次元測定の概要についてノギスなどによる測定と比較
して考察し，説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ものづくりにおける計測することの重要性を理解しよう
としている。
・測定器の性能、厚生、変化について関心を持ち、意欲的
に学習に取り組もうとしている。

〇

合計
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２
学
期

１鋳造法と鋳型
２金属の溶解方法と鋳物の品
質
１溶接と接合
２ガス溶接とガス切断
３アーク溶接アーク切断
４抵抗溶接
５いろいろな溶接法
６溶接以外の接合法

第2学期中間考査

【知識・技能】
・アルミニウムなど非鉄金属材料の種類やそれぞれの性質などを把
握し，用途に合った活用ができるように理解している。
・機能性材料や複合材料の製造方法，種類やそれぞれの性質などを
把握し，用途に合った活用ができるように理解している。
【思考・判断・表現】
・アルミニウムなど非鉄金属材料の特徴や用途についてまとめ，わ
かりやすく説明することができる。
・従来の材料との相違から考察し，各種の機能性材料や複合材料の
用途を説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・アルミニウムなど非鉄金属材料の，鉄鋼材料にはない性質につい
て関心を持ち，意欲的に学習に取り組もうとしている。
・機能性材料，複合材料の種類と用途に関心を持ち，意欲的に学習
に取り組もうとしている。

【知識・技能】
・金属の融点と鋳込みのみなどの一連の鋳造工程と各工程に
おける留意事項を把握し，鋳物材料の溶解方法について理解
している。
・機械的接合法と比べた場合の溶接法の利点を理解してい
る。
・ガス溶接とガス切断の原理に関心を持ち，意欲的に学習に
取り組もうとしている。
・シールドガスの役割と種類，その用途を理解している。
・ものづくりの中で，溶接以外の接合法を用途に合わせて適
切に活用できるように理解している。
【思考・判断・表現】
・鋳造の概要について理解し，レポートにまとめたり，説明
することができる。
・溶接法と機械的接合の違いを説明することができる。
・ガス切断が鉄鋼材の切断に適している理由を考察し，説明
することができる。
・アーク溶接，アーク切断について，その特徴をふまえた活
用法を説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・各種の鋳造法、溶接法に関心を持ち，意欲的に学習に取り
組もうとしている。
・ガス溶接とガス切断の原理に関心を持ち，意欲的に学習に
取り組もうとしている。
・身近な製品の製造に使われている溶接以外の接合法につい
て関心を持ち，意欲的に学習に取り組もうとしている。

４非鉄金属材料
５非金属材料
６各種材料

〇

３
学
期

１塑性加工の分類
２素材の加工
３プレス加工
４鍛造
５その他の塑性加工
６型を用いた成型法

【知識・技能】
・さまざまな塑性加工を一次加工と二次加工に分類で
きる。
・板材，棒材，管材などの素材の圧延加工，押出し・
引抜き加工の概要，加工装置のしくみについて理解し
ている。
【思考・判断・表現】
・塑性加工の概要について，レポートにまとめたり，
説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・塑性加工に関心を持ち，意欲的に学習に取り組もう
としている。

〇 1

第1学期中間考査

第５章 塑性加工
　いろいろな加工法との対比のなかで塑
性加工の特徴を理解させ，塑性加工を適
切に活用できる能力を身に付けさせる。

第1学期期末考査

　機械工作に関する学習を通して基礎的な知識と技術
を理解し、工業の発展と調和のとれたありかたや現代
社会における工業の意義や役割を理解している。ま
た、その成果として、ものづくりでのいろいろな場面
で問題解決を試みることができるように相互に関連さ
せて理解している。

　機械工作に関する諸問題の解決を目指し
て自ら思考を深め、基礎的基本的な知識と
技術を活用して適切に判断し、創意工夫す
る能力を身に付けている。また、その成果
を適切に表現することができる。

　身近な製品に関心を払う等して、機械工作に関する基礎的
な知識と技術に関心をもち、その習得に向けて意欲的に取り
組むとともに、実際に活用しようとする創造的・実践的な態
度を身につけている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

第2学期期末考査 1〇〇〇

第2章 機械材料
　機械材料の種類，性質，用途などを理
解させ，機械材料を適切に活用できる能
力を身に付けさせる。

第３章 鋳造
　いろいろな加工法との対比のなかで鋳
造の特徴を理解させ，鋳造を適切に活用
できる能力を身に付けさせる。
第4章 溶接と接合
　いろいろな溶接法を分類して系統的に
把握させ，適切な溶接法を選択できる能
力を身に付けさせる。

〇〇

〇

〇 〇 1

12〇 〇 〇

〇

1〇

学年末考査 〇

16

第2章 機械材料
　機械材料の種類，性質，用途などを理
解させ，機械材料を適切に活用できる能
力を身に付けさせる。

１材料の機械的性質
２金属の結晶と加工法
３鉄鋼材料

【知識・技能】
・機械材料の種類や機械的性質などを，相互に関連付
けて総合的に把握し，適切に活用できるように理解し
ている。
・金属･合金の結晶構造および金属組織を理解し，図解
できる。
【思考・判断・表現】
・引張強さや硬さ，靭性，疲労などの機械的性質およ
びその測定方法についてまとめ，わかりやすく説明す
ることができる。
・金属の結晶格子について，その特徴を比較し，説明
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・引張強さなど機械的性質に関心を持ち，意欲的に学
習に取り組もうとしている。
・金属の結晶構造や金属組織について関心を持ち，意
欲的に学習に取り組もうとしている。

〇 〇〇 20

13

〇

〇〇 〇 12

1〇〇

〇



令和６(2024)年度 年 間 授 業 計 画 東京都立中野工科高等学校 定時制課程 

     ４ 学年 １ 組 

                             担当者名            印 

科 目 名 機械製図         単位  ２ 単位   担当者名             印 

教科書名 機械製図                    担当者名            印 

副教材等                         担当者名            印 

目 

 

標 

Drawingソフトウェアの操作方法を身に着ける。 

CADシステムを用いた機械製図の基礎・基本を身に付ける。 

 

 指導内容 科目の具体的な指導目標 評価の観点・方法 予定時数 

４ 

月 
二次元CADの製図 ＣＡＤの概要・基礎について 

ソフトウェアの操作や

CADシステムについて、演

習課題や授業への参加姿

勢、出席状況により評価

する。 

 

6 

５ 

月 
二次元CADの製図 

図形を作成する機能・図形を編集する機能 

寸法を記入する機能 
8 

６ 

月 
二次元CADの製図 

図形を作成する機能・図形を編集する機能 

寸法を記入する機能・基本操作 
8 

７ 

月 
二次元CADの製図 二次元ＣＡＤ製図（軸受） 7 

９ 

月 
二次元CADの製図 二次元ＣＡＤ製図（ボルト・ナット） 

ソフトウェアの操作や

CADシステムについて、演

習課題や授業への参加姿

勢、出席状況により評価

する。 

 

8 

10 

月 
二次元CADの製図 二次元ＣＡＤ製図（実際の工業製品） 8 

11 

月 
三次元CADの製図 

三次元ＣＡＤに関する概要・基礎・機能について 

三次元ＣＡＤ製図の基本操作 
10 

12 

月 
三次元CADの製図 三次元ＣＡＤ製図（部品） 7 

１ 

月 
三次元CADの製図 三次元ＣＡＤ製図（実際の工業製品） 

ソフトウェアの操作や

CADシステムについて、演

習課題や授業への参加姿

勢、出席状況により評価

する。 

8 

２ 

月 
三次元CADの製図 三次元ＣＡＤ製図（実際の工業製品） 8 

３ 

月 

   
 

 

 校 長  副 校 長    教務主任 

    

 

 



 令和６(2024)年度 年 間 授 業 計 画 東京都立中野工科高等学校 定時制課程 

     ４学年  １組 

                             担当者名            印 

科目名  機械設計         単位  ２単位    担当者名            印 

教科書名 機械設計Ⅰ・Ⅱ                 担当者名            印 

副教材等                         担当者名            印 

目 

 

標 

1. 機械設計についての正しい知識を学び、その活用方法を身に付ける。 

2. 運動や機構の状態を考察・判断し、的確に数理処理及び表現できる技量を身に付ける。 

3. ものづくりに興味・関心をもち、意欲的に取り組む態度を身に付ける。 

 

 指導内容 科目の具体的な指導目標 評価の観点・方法  予定時数 

４ 

月 仕事と動力 
仕事の定義，道具や機械の仕事の原理，仕事

の時間に対する割合である動力を理解する。 

機械設計の意義や理論

の理解、数理処理につい

て、定期考査、演習課題

や授業への参加姿勢に

より評価する。 

7 

５ 

月 材料に加わる荷重 
荷重の種類等の用語の理解 

7 

６ 

月 

引張・圧縮荷重を受け

る材料の強さ 

応力-ひずみ線図とその内容の理解，荷重と変

形量の比例関係 
10 

７ 

月 

せん断荷重を受ける

材料の強さ 

垂直断応力とひずみ，せん断応力と

せん断ひずみを対照し理解する。 
6 

９ 

月 

熱応力 

材料の破壊と強さ 

熱応力、線膨張係数 

材料の破壊と疲労，使用応力と許容応力 

機械設計の意義や理論

の理解、数理処理につい

て、定期考査、演習課題

や授業への参加姿勢に

より評価する。 

9 

10 

月 

曲げ はりの種類と荷重、支点反力 

ＳＦＤとＢＭＤ 
8 

11 

月 

ねじり 

ねじ 

ねじり応力と極断面係数 

ねじの種類と用途、ボルト･ナット 
7 

12 

月 

リンクとカム 

歯車 

リンク機構とカム機構 

平歯車、はすば、かさ、ウオーム 
7 

１ 

月 

巻掛け伝達装置 ベルト、チェーン・スプロケット 機械設計の意義や理論

の理解、数理処理につい

て、定期考査、演習課題

や授業への参加姿勢に

より評価する。 

7 

２ 

月 

ブレーキ ブロック、バンド、摩擦ブレーキ 
9 

３ 

月 

振り返り 1年間の授業を振り返る。 

1 

 

 校 長  副 校 長    教務主任 

    

 

 



 令和 6(2024)年度 年 間 授 業 計 画 東京都立中野工業高等学校 定時制課程 

     ４学年 １組 

                             担当者名        印 

科目名 課題研究（機械類型）    単位  ７      担当者名         印 

教科書名                         担当者名           印 

副教材等                         担当者名           印 

目 

 

標 

1．各教員の指導のもと、課題に取り組むことで技術を身につける。 

2．主体的に課題に取り組むことで、知識を深める。 

3．研究成果発表を通して、発表態度や効果的な発表方法について考える。 

 

 指導内容 科目の具体的な指導目標 評価の観点・方法  予定時数 

４ 

月 

オリエンテーシ

ョン 

○課題研究テーマ決定 

○課題研究班員決定 

○主体的に学習に取

り組む態度 

評価方法：観察 

○知識・技術 

 評価方法：設計図 

      工作物 

２１ 

５ 

月 作品製作（１） 
○設計・計画 

○作品製作（１）（試作） ２７ 

６ 

月 作品製作（１） 
○設計・計画 

○作品製作（１） ２７ 

７ 

月 作品製作（１） 
○設計・計画 

○作品製作（１） ２１ 

９ 

月 作品製作（２） 
○設計・計画 

○作品製作(２) 

○主体的に学習に取

り組む態度 

評価方法：観察 

○知識・技術 

 評価方法：工作物 

○思考・判断・表現 

 評価方法：資料 

２７ 

10 

月 作品製作（２） 
○設計・計画 

○作品製作(２) ２７ 

11 

月 研究発表（１） 
○研究成果発表準備 

 研究資料集の作製 ２７ 

12 

月 研究発表（１） 
○研究成果発表準備 

 発表用パワーポイント作成 ２７ 

１ 

月 研究発表（２） ○課題研究発表 
○主体的に学習に取

り組む態度 

評価方法：観察 

○知識・技術 

 評価方法：工作物 

○思考・判断・表現 

 評価方法：資料 

２１ 

２ 

月 

   

３ 

月 

   

 

 校 長  副 校 長    教務主任 

    

 

 


